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政
府
代
表
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
一
四
七
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

現
在
、
政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
を
全
て
挙
げ
ら
れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
、
政
府
代
表
の
定
義
並
び
に
法
的
根
拠
に
つ
い
て
「
国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百

二
十
号
）
第
二
条
第
三
項
第
十
一
号
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
外
務
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
二
条

第
三
項
に
お
い
て
、
『
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
、
特
定
の
目
的
を
も
つ
て
外
国
政
府
と
交
渉
し
、
又
は
国
際
会
議
若
し
く

は
国
際
機
関
に
参
加
し
、
若
し
く
は
こ
れ
に
お
い
て
行
動
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
た
者
を
い
う
』
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
」

と
し
て
い
る
が
、
一
の
現
在
政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
様
な
、
右
答
弁
で
言
う
「
特
定
の
目

的
」
を
負
っ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
の
答
弁
で
言
う
「
特
定
の
目
的
」
と
は
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
直
接
課
せ
ら
れ
る
も
の
か
。

四

一
の
者
が
現
在
負
っ
て
い
る
二
の
「
特
定
の
目
的
」
は
、
総
理
大
臣
か
ら
直
接
課
せ
ら
れ
た
も
の
か
。

五

前
回
質
問
主
意
書
で
、
政
府
代
表
は
総
理
大
臣
の
特
命
を
受
け
る
も
の
と
承
知
す
る
が
、
そ
の
特
命
の
内
容
を
外
務
大
臣

に
対
し
て
秘
匿
で
き
る
立
場
に
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
特
命
』
の
意
味
す
る
と

一



こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
当
方
の

言
う
特
命
と
は
、
ま
さ
に
二
の
答
弁
で
言
う
「
特
定
の
目
的
」
の
こ
と
で
あ
る
。
政
府
代
表
の
任
に
就
い
て
い
る
者
が
総
理

大
臣
よ
り
直
接
「
特
定
の
目
的
」
を
課
せ
ら
れ
た
場
合
、
そ
れ
に
関
す
る
内
容
を
外
務
大
臣
に
対
し
て
秘
匿
す
る
こ
と
は
可

能
か
、
再
度
質
問
す
る
。

右
質
問
す
る
。

二


